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大学生の運動・スポーツ活動と生活満足度の 

関連に関する質的研究（1） 

—―「継続」と「再社会化」の視点から―— 

 

ఀ藤ඞᗈ，大すᙬᕼ，ᒸ㔝葉月，ᮾ᳃⩧，᳃ᖿ太 
 

㸯．⥴ゝ 

� ㏆年，大学生の運動・スポーツ実施⋡のపୗ，ࢀࡑにక࠺体力పୗがၥ㢟とࡗ࡞ている．

1991，ࡣの⫼ᬒにࡑ 年の大学設⨨基準のᨵṇ，いわࡺる「大⥘化」により大学における保

健体育関連科┠がᚲಟ科┠࡛࡞ࡣくࡗ࡞たࡇとがࡆ࠶らࢀる．SSF 笹川スポーツ財団（2012）

ࡣ 10 代のスポーツライフについて調査を実施している．10 代の運動・スポーツ実施≧ἣに

ついて，「㐣ཤ 1 年㛫にࡗࡲたく運動・スポーツを行わ࡞かࡗた者」ࡣ 14�5�，一方「週 7

回以上（364 回以上/年）運動・スポーツを行ࡗた者」ࡣ 33�2�とࡗ࡞ており，࡛ࡲࢀࡇの

調査とẚ㍑して「ࡗࡲたく運動・スポーツを行わ࡞かࡗた者」の๭合ࡣῶ少しているが，「週

7 回以上」の実施者ࡣቑ加していると報告している．ࡲた，SSF 笹川スポーツ財団（2013）

ᵝの調査をྠࡣ 2012 年にࡶ実施しており，ࢀࡑによると「週 5 回以上，1 回 120 分以上，

運動強度『ややきつい』以上」の「レベル 4」ὀ�）の๭合ࡣ 26�2�，「㐣ཤ 1 年㛫にࡗࡲたく

運動・スポーツをし࡞かࡗた（0 回/年）」の「レベル 1」の๭合ࡣ 13�0�とࡗ࡞ており，大

学生をྵࡴ 10 代の運動・スポーツ実施≧ἣࡣ஧ᴟ化が౫↛として⥆いている． 

� ている．浪ࢀとから大学生の運動・スポーツ活動に関する研究・調査が行わࡇした࠺ࡇ

越ら（2003）ࡣ，大学 1 年生をᑐ㇟に「高等学校᫬代における運動部所属の᭷↓ཬび運動

部活動経験が大学生の運動生活ཬびスポーツ生活に࡝のよ࠺に影響を与えているのか」を

᫂らかにしている．ࡑの⤖ᯝ，運動部所属経験の࠶る者ࡣ⥅⥆して運動を行࠺ഴྥが࠶る

大学体育会に所属する学生のスポーツ活動と生，ࡣとを報告している．河合ら（2007）ࡇ

活満足度の関係を，性別，学年，所属から分析し，体育会に所属している学生ࡣ生活඲体

にᑐして「やや満足」しており，ࡑの中࡛ࡶ「人㛫関係」や「スポーツ活動」にᑐする満

足度ࡣẚ㍑的高いࡇとが᫂らかにࡗ࡞たとしている．藤原・堺（2010）ࡣ，大学における

スポーツ実施と高等学校におけるスポーツ経験との関係を調査している．ࡑの⤖ᯝ，大学

において運動部や運動⣔ࢧーࢡルに加ධしている者ࡣ高等学校᫬代にࡶ運動部等のスポー

ツࢡラࣈに加ධしていた者がከく，大学生活࡬の満足度ࡶ運動部や運動⣔ࢧーࢡル加ධ者

の方が㠀加ධ者よりࡶ高いࡇとを報告している．井上ら（2011）ࡣ，大学生の運動部活動
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と生活習慣との関連を調査している．࡛ࡇࡑ，運動部に所属している学生の方が生活のࣜ

ている．阿知波・山田（2012）࡭ると㏙࠶ているഴྥにࡗが一定࡛規๎ṇしい生活を㏦࣒ࢬ

20，ࡣ 代女性の運動習慣の࠶る者の๭合が௚の年代，性別にẚࡶ᭱࡭పく，ࡑのゎᾘのた

ࡣにࡵ 20 代┤๓の女子大学生 1 年生のึᮇから，定ᮇ的に運動を行࠺よ࠺に行動変容をಁ

すࡇとが㔜要࡛࠶るとい࠺どⅬから，女子大学生の運動行動変容スࢸーࢪと生活習慣ཬび

生きがい感との関連を調査している．ࡑの⤖ᯝ，運動行動スࢸーࢪが㐍ࡴと生活習慣，健

康度，生きがい感が上᪼するഴྥにࡗ࠶たとい࠺．  

� 以上みてきたよ࠺に，大学生の運動・スポーツ活動に関する知ぢࡣ⵳✚ࢀࡉている．し

かし࡞がら，ࡑの研究方法ࡣ質ၥ⣬調査を行࠺㔞的研究がከく，インタビュー調査を行い

事例について῝く᥈ồする質的研究ࡣ少࡞い．加えて，大学生の運動・スポーツ活動と生

活満足度との関連について，スポーツの社会化理ㄽ（山口，1998）における「⥅⥆」と「෌

社会化」のどⅬに基づいた質的研究ࡶ少࡞い．࡛ࡇࡑ本研究ࡣ，スポーツの社会化理ㄽに

おける「⥅⥆」と「෌社会化」のどⅬに基づき，大学生の運動・スポーツ活動と生活満足

度との関連を質的ࣟࣉ࢔ーࢳによࡗて᫂らかにするࡇとを┠的とする． 

� 本研究のព⩏ࡣ以ୗのとおり࡛࠶る．大学᫬代における運動・スポーツ経験ࡣ，成人ᮇ

の運動・スポーツ実施をᕥྑし（藤原・堺，ྠ上），健康や体力の保ᣢቑ㐍に大きく関わる

て，大学にࡗる．したが࠶の࡛ࡶる࡞のᚋの人生をより㇏かにする一ຓとࡑ，り࠶の࡛ࡶ

おける保健体育関連科┠がᚲಟ科┠࡛࡞ࡣくࡗ࡞た⌧代において，大学᫬代における運

動・スポーツ実施の㔜要性を෌ᵓ⠏する基♏㈨ᩱと࡞る． 

 

㸰．᪉ἲ 

㸰Ѹ�．ㄪᰝᑐ㇟ 

� 本研究ࡣ，+ 大学の学生 10 ྡをᑐ㇟とした．ᑐ㇟者ࡣ，大学体育会運動部や大学公ㄆの

運動・スポーツࢧーࢡルに所属し，᪥ᖖ的に活Ⓨに運動・スポーツを実施している者とし

た．ᑐ㇟者の㑅定についてࡣ，ᑐ㇟者に次のᑐ㇟者を⤂௓してࡶら࠺スࣀー࣎ール・ࢧン

 ．を᥇⏝したࢢンࣜࣉ

 

㸰Ѹ㸰．ㄪᰝᮇ㛫 

� 調査ᮇ㛫2015，ࡣ 年 2 月 10 ᪥から 14 ᪥ࡗ࠶࡛࡛ࡲた． 
 

㸰Ѹ㸱．ㄪᰝ᪉ἲ࣭ෆᐜ 

� 本研究࡛ࡣ，༙ᵓ㐀化インタビュー調査を実施した．インタビュー調査ࢀࡒࢀࡑࡣ⣙ 60
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と生活習慣との関連を調査している．࡛ࡇࡑ，運動部に所属している学生の方が生活のࣜ

ている．阿知波・山田（2012）࡭ると㏙࠶ているഴྥにࡗが一定࡛規๎ṇしい生活を㏦࣒ࢬ

20，ࡣ 代女性の運動習慣の࠶る者の๭合が௚の年代，性別にẚࡶ᭱࡭పく，ࡑのゎᾘのた

ࡣにࡵ 20 代┤๓の女子大学生 1 年生のึᮇから，定ᮇ的に運動を行࠺よ࠺に行動変容をಁ

すࡇとが㔜要࡛࠶るとい࠺どⅬから，女子大学生の運動行動変容スࢸーࢪと生活習慣ཬび

生きがい感との関連を調査している．ࡑの⤖ᯝ，運動行動スࢸーࢪが㐍ࡴと生活習慣，健

康度，生きがい感が上᪼するഴྥにࡗ࠶たとい࠺．  

� 以上みてきたよ࠺に，大学生の運動・スポーツ活動に関する知ぢࡣ⵳✚ࢀࡉている．し

かし࡞がら，ࡑの研究方法ࡣ質ၥ⣬調査を行࠺㔞的研究がከく，インタビュー調査を行い

事例について῝く᥈ồする質的研究ࡣ少࡞い．加えて，大学生の運動・スポーツ活動と生

活満足度との関連について，スポーツの社会化理ㄽ（山口，1998）における「⥅⥆」と「෌

社会化」のどⅬに基づいた質的研究ࡶ少࡞い．࡛ࡇࡑ本研究ࡣ，スポーツの社会化理ㄽに

おける「⥅⥆」と「෌社会化」のどⅬに基づき，大学生の運動・スポーツ活動と生活満足

度との関連を質的ࣟࣉ࢔ーࢳによࡗて᫂らかにするࡇとを┠的とする． 

� 本研究のព⩏ࡣ以ୗのとおり࡛࠶る．大学᫬代における運動・スポーツ経験ࡣ，成人ᮇ

の運動・スポーツ実施をᕥྑし（藤原・堺，ྠ上），健康や体力の保ᣢቑ㐍に大きく関わる

て，大学にࡗる．したが࠶の࡛ࡶる࡞のᚋの人生をより㇏かにする一ຓとࡑ，り࠶の࡛ࡶ

おける保健体育関連科┠がᚲಟ科┠࡛࡞ࡣくࡗ࡞た⌧代において，大学᫬代における運

動・スポーツ実施の㔜要性を෌ᵓ⠏する基♏㈨ᩱと࡞る． 

 

㸰．᪉ἲ 

㸰Ѹ�．ㄪᰝᑐ㇟ 

� 本研究ࡣ，+ 大学の学生 10 ྡをᑐ㇟とした．ᑐ㇟者ࡣ，大学体育会運動部や大学公ㄆの

運動・スポーツࢧーࢡルに所属し，᪥ᖖ的に活Ⓨに運動・スポーツを実施している者とし

た．ᑐ㇟者の㑅定についてࡣ，ᑐ㇟者に次のᑐ㇟者を⤂௓してࡶら࠺スࣀー࣎ール・ࢧン

 ．を᥇⏝したࢢンࣜࣉ

 

㸰Ѹ㸰．ㄪᰝᮇ㛫 

� 調査ᮇ㛫2015，ࡣ 年 2 月 10 ᪥から 14 ᪥ࡗ࠶࡛࡛ࡲた． 
 

㸰Ѹ㸱．ㄪᰝ᪉ἲ࣭ෆᐜ 

� 本研究࡛ࡣ，༙ᵓ㐀化インタビュー調査を実施した．インタビュー調査ࢀࡒࢀࡑࡣ⣙ 60

  

分実施し，ᑐ㇟者よりࡉら࡞るヲ⣽࡞᝟報がᚓらࢀるとุ᩿したሙ合にࡣインタビューෆ

容にとらわࢀす࡞ࡂいよ࠺㓄៖した．ࡲた，インタビューの実施๓にࡣᑐ㇟者にᑐして，

研究の㊃᪨，┠的，方法をㄝ᫂し，ラポールのᙧ成にດࡵた．加えて，インタビューෆ容

 ．に，➹グにてグ㘓したࡶーに㘓㡢するととࢲーࢥタルレࢪᑐ㇟者の஢ゎᚓてデࡣ

� ⾲ 1 樋上ら（1996），山口ら，ࡣてࡗた࠶調査ෆ容を♧している．調査ෆ容の㑅定にࡣ

（2000），SSF 笹川スポーツ財団（2012）を参⪃にした．ࡲた，ࡑの㝿にࡣ」ᩘの研究࣓ン

 ．ンを実施したࣙࢩュレーࢠン࢔てトライࡗーによࣂ

 

㸰Ѹ㸲．ศᯒ᪉ἲ 

� 本研究࡛ࡣ，大学生の運動・スポーツ活動と生活満足度との関連を♧す分析モデルをస

成した（図 1）．分析モデルࡣ，山口ら（2000），山口（2010b）をベースにし，」ᩘの研究

࣓ンࣂーによるトライ࢔ンࢠュレーࣙࢩンを行い，分析モデルを᳨ウした．཮方ྥの▮༳

と，をࡇしているࡰ一方ྥに影響をཬࡣと，∦方ྥの▮༳ࡇしているࡰ஫に影響をཬ┦ࡣ

༳の▮，ࡣた，分析モデルに基づいて᳨ドモデルをグ㍕する㝿にࡲ．している⾲ࢀࡒࢀࡑ

⥺の太ࡉによࡗて影響の強ࡉ，実⥺によࡗてṇの影響，Ⅼ⥺によࡗて㈇の影響，を♧すよ

 ．にした࠺

� インタビュー調査の⤖ᯝࡣ，஧段階࡛分析を実施した．第一段階ࡣ，山口（2010a）が㛤

Ⓨした「一行簡潔法」を⏝い，インタビュー⤖ᯝを一行に簡潔にࡲとࡵた．ࡑして，第஧

段階ࡣ第一段階࡛一行にࡲとࡵたインタビュー⤖ᯝを .- 法にてࢢルーࣉ化し，図 1 の分析

モデルに↷らし合わࡏ，モデル化した． 
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⾲ 㻝 ㄪᰝෆᐜ 

要因 質ၥ㡯┠ 

ಶ人的属性 1．性別，2．年齢，3．学年，4．学部，5．ฟ㌟ᆅ， 
6．ᒃఫ≧ἣ 

 
運動・スポーツ経験 

1．ᗂ少ᮇの運動・スポーツ経験 
2．中学校ᮇの運動・スポーツ経験 
3．高校ᮇの運動・スポーツ経験 

 
⌧ᅾの運動・スポーツ実施≧ἣ

「⥅⥆」・「෌社会化」 

1．⌧ᅾの運動・スポーツ実施≧ἣ 
2．実施している運動・スポーツ✀┠ 
3．運動・スポーツ✀┠の実施㢖度 
4．運動・スポーツ✀┠を実施している理⏤ 

㔜要࡞௚者 1．運動・スポーツ実施に影響をཬࡰした௚者 
2．運動・スポーツ実施に影響をཬࡰしている௚者 

 
スポーツほ 

1．運動・スポーツにᑐする⪃え 
2．運動・スポーツにᑐするពぢ 
3．運動・スポーツにᑐするᛮい 

生活満足度 1．⌧ᅾの生活にᑐする୺ほ的満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 㻝 ศᯒモデル 
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⾲ 㻝 ㄪᰝෆᐜ 

要因 質ၥ㡯┠ 

ಶ人的属性 1．性別，2．年齢，3．学年，4．学部，5．ฟ㌟ᆅ， 
6．ᒃఫ≧ἣ 

 
運動・スポーツ経験 

1．ᗂ少ᮇの運動・スポーツ経験 
2．中学校ᮇの運動・スポーツ経験 
3．高校ᮇの運動・スポーツ経験 

 
⌧ᅾの運動・スポーツ実施≧ἣ

「⥅⥆」・「෌社会化」 

1．⌧ᅾの運動・スポーツ実施≧ἣ 
2．実施している運動・スポーツ✀┠ 
3．運動・スポーツ✀┠の実施㢖度 
4．運動・スポーツ✀┠を実施している理⏤ 

㔜要࡞௚者 1．運動・スポーツ実施に影響をཬࡰした௚者 
2．運動・スポーツ実施に影響をཬࡰしている௚者 

 
スポーツほ 

1．運動・スポーツにᑐする⪃え 
2．運動・スポーツにᑐするពぢ 
3．運動・スポーツにᑐするᛮい 

生活満足度 1．⌧ᅾの生活にᑐする୺ほ的満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 㻝 ศᯒモデル 
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㸱．⤖ᯝおよび考ᐹ 

㸱Ѹ㸯．௦⾲ⓗࡢࣝࣉࣥࢧᢳฟ 

� 本調査の⤖ᯝ，ࡣ࡛ࡇࡇ「⥅⥆」と「෌社会化」の代⾲的ࢧンࣉルをᢳฟした．「⥅⥆」

࢝ࢵࢧᑠ学校࡛ࡣる．「෌社会化」࠶ᑠ学校の᫬から一㈏して๢道を⥅⥆している事例࡛ࡣ

ーをጞࡵたࡶのの高校ධ学ᚋに一度࢝ࢵࢧーを㎡ࡵ，大学ධ学をᶵに࢝ࢵࢧーに「෌社会

化」した事例࡛࠶る．以ୗ࡛ࡑࡣのල体的ෆ容をヲ㏙する． 
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� 本事例ࡣ，ᑠ学校 2 年生のときに཭人にㄏわࢀたࡇとをきࡗかけに๢道をጞࡵ，⌧ᅾࡲ

࡛ 16 年㛫⥅⥆している．࡛ࡲࢀࡇ๢道を行ࡗてきた中࡛「ཝしいᣦᑟ」や「つらい⦎習」

といࡗた「ࢸ࢞ࢿィ࡞ࣈスポーツ経験」をしてきたが，「⦎習をすࡤࢀ๢道のᢏ⾡が㐍Ṍし

たし，࡛ࢀࡑヨ合にฟてⰋい⤖ᯝをฟすࡇとが࡛きた」ࡇとが「ポࢸࢪィ࡞ࣈスポーツ経

験」としてṧࡗている．ࡑのポࢸࢪィ࡞ࣈスポーツ経験がࢸ࢞ࢿィ࡞ࣈスポーツ経験をᡴ

，ててᴦしいしࡗやࡣた，「๢道ࡲ．かがえる࠺とがࡇているࡗが࡞ᾘし，๢道の⥅⥆につࡕ

とり࠶えࡣࡎ๢道ࡗて感ࡌ．」といࡗた「スポーツほ」ࡶ๢道を⥅⥆するࡇとにつ࡞がࡗて

いる．ࡑして，๢道の⥅⥆に᭱ࡶ大き࡞影響をおよࡰしているのࡣ，「๢道をやࡗていたお

か࡛ࡆい࡞ࢇࢁ関係，཭㐩とかᖌ⠊とか，࡛きたし．」と回㢳しているよ࠺に「ᖌ⠊」，「ラ

イࣂル」，「ࢳー࣒・࣓イト」といࡗた「㔜要࡞௚者」࡛࠶るࡇとが᫂らかにࡗ࡞た． 

� しかし࡞がら，本事例が大学にධ学した᫬，体育会๢道部ࡣఇ部≧ែ࡛ࡗ࠶た．࡛ࡇࡑ

本事例ࡣ，๢道経験者にኌをかける࡝࡞して部ဨを㞟ࡵ，体育会๢道部を᚟活ࡏࡉ，⌧ᅾ

ࣈィࢸ࢞ࢿ࠺とい「ఇ部≧ែ」ࡣにࡵている．๢道を⥅⥆するたࡵとࡲ୺ᑗとして部をࡣ

り込ࡵ๢道にᑐして⇕ពを᭷しており，๢道にのࡣ本事例，࡝࡯࠺ࡲ変えてしࡶἣを≦࡞

 ．とが理ゎ࡛きるࡇいる࡛ࢇ

� 加えて，本事例ࡣ「๢道を⥆けて，ᑗ᮶ࡣฮົᐁに࡞りたい࡛す．」と᫂☜࡞「┠ᶆ」を

᭷している．ࡇの┠ᶆのᏑᅾࡶ๢道の⥅⥆に㠀ᖖに大き࡞影響を与えている．ࡉらに「『࠶

ࡉὀពࡶてる．」とẕぶからࢀゝわࡶてẕぶからࡗ『やࡂ๢道中心に⪃えすࡶ࡛ࢇ࡞ࡣたࢇ

かが࠺とがࡇているࡗ࡞おり，本事例の生活の中心が๢道に࡛ࢇり込ࡵ๢道にの࡝࡯るࢀ

える． 

� ๢道の⥅⥆と⌧ᅾの生活満足度についてࡣ，「௒の生活にࡣ㠀ᖖに満足している．」と㏙

ているࡗが࡞とが⌧ᅾの生活満足度につࡇているࡗ๢道を⥅⥆して行ࡶのⓎゝからࡇ，࡭

，「スポーツ経験࡞ࣈィࢸࢪポ」，に，本事例において࠺る．以上みてきたよࢀࡉとが᥎ᐹࡇ

「㔜要࡞௚者」，「᫂☜࡞┠ᶆ」が๢道の⥅⥆に大き࡞影響をおよࡰし，๢道を⥅⥆してい
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� 本事例ࡣ，ᑠ学校࡛࢝ࢵࢧーをጞࡵたࡶのの高校ධ学ᚋに一度࢝ࢵࢧーを㎡ࡵ，大学ධ

学をᶵに෌度࢝ࢵࢧーをጞࡵている．本事例ࡎࡲࡣᑠ学校᫬代にぶのすす࡛ࡵỈὋをࡌࡣ

のᚋᑠ学校ࡑ．࠺たといࡗか࡞ࡣりዲき࡛ࡲ࠶にࡵたたࡗ࠶たが，↓理▮理࡛ࡵ 4 年生の

᫬に࢝ࢵࢧーをጞࡵている．࢝ࢵࢧーをጞࡵたきࡗかけࡣ，⮬㌟がᕥ฼き࡛ࡗ࠶たࡇとか

らᙜ᫬ࣈラࢪル代⾲࡛࠶りᕥ฼き࡛ࡗ࠶たࣜࢻ࢘ࣂ㑅ᡭに៿ࢀたたࡗ࠶࡛ࡵた．加えて，

本事例ࡣẖ᪥のよ࠺に཭人たࡕと㔝⌫ࡶ行ࡗていたとい࠺．たࡔし「㔝⌫ࡣ཭㐩と㐟び࡛」

行ࡗていた．ࡑして中学に㐍学した㝿，㔝⌫部にධ部するか࢝ࢵࢧー部にධ部するかᝎみ，

「㔝⌫ࡣしࡗࡔ࠺ࡑ࡝ࢇたし，ᑠ学校の᫬から一⥴にやࡗてた཭㐩がከかࡗた．」といࡇ࠺

とから࢝ࢵࢧー部にධ部した．ࡑの࢝ࢵࢧー部ࡣ「㢳ၥがẖ年変わる部࡛，⮬分た࡯࡛ࡕ

と࡝ࢇやࡗてて，週ᮎにࢥーࢳが᮶る感ࡗࡔࡌた．」と回㢳している．本事例ࡣ 2 年生から

レࢠュラーと࡞り，ࡑの年「ඛ㍮たࡕが上ᡭくて┴大会にฟࢀた．」と㏙࡭，「ポࢸࢪィࣈ

 ．かがえる࠺とがࡇスポーツ経験」をしている࡞

� のの，本事例がධࡶと⦎習に参加した࠺ー部にධ部しよ࢝ࢵࢧ，して，高校に㐍学しࡑ

学した高校ࡣ┴ෆ࡛ࡶ᭷ᩘの㐍学校࡛࠶るととࡶに࢝ࢵࢧーの強㇦校࡛ࡗ࠶ࡶた．ࡑのた

スポ࡞ࣈィࢸ࢞ࢿ」࡝࡯࠺とい「．てධ部を᩿ᛕしたࢀしがࡦࡕて，ᡴࡂ上ᡭす࡞ࢇみ」ࡵ
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ーツ経験」をしている．࡛ࡇࡑ本事例ࡣ，༟⌫部やࣁン࣎ࢻール部࡝࡞௚の部活動にධ部

するࡇとࡶ⪃えたが，「ᙜ᫬ࡣ『する࡞ら࢝ࢵࢧー』とい࠺㢌しか࡞くて，࢝ࢵࢧーが࣓ࢲ

ーか࢝ࢵࢧ，た．」と㢌をษり᥮えࡵとにỴࡇたの࡛ຮ強をするࡗࡔ学校࡞大変ࡶらຮ強࡞

ら「㞳⬺」してしࡗࡲた．しかし࡞がら，ຮ強ࡶᛮ࠺よ࠺に㐍ࢵࣃ」ࡎࡲとࢇࡏ᪥ࠎやࡗ

た．」と᣺り㏉ࡗており，「大学࡛࢝ࢵࢧーしよ࠺㸟」とỴពし，ຮ強に㌟をධࢀたと㏙࡭

ている． 

� の生活環境が࡛ࡲࢀࡑ，࡝࡞るࡵ一人ᬽらしをጞࢀにぶඖを㞳ࡶのᚋ，大学ධ学ととࡑ

一変した．ࡇのよ࡞࠺生活環境の変化について「ึࡵての一人ᬽらしࡗࡔたの࡛，཭㐩ࡶ

సりたかࡗた．」と回㢳している．ࡉらに「高校の᫬やࡗて࡞かࡗたの࡛ࣈランࢡがࡗ࠶て

心㓄ࡗࡔたけ࡝，本ᙜࡣ高校࡛࢝ࢵࢧーがやりたかࡗたの࡛，大学࡛ࡣ本Ẽ࡛࢝ࢵࢧーを

や࠺ࢁとᛮࡗて࢝ࢵࢧー部にධるとỴࡵていた．」と体育会࢝ࢵࢧー部にධ部した．ࡇのよ

࡬ー࢝ࢵࢧが「スポーツほ」࠺とい「たࡗーがしたか࢝ࢵࢧ」に「生活環境の変化」と࠺

の「෌社会化」の要因の一つとࡗ࡞ているࡇとが࠺かがえる．ࡑして，本事例ࡣ⌧ᅾࢧࡶ

 ．ているࡗーを⥅⥆して行࢝ࢵ

� 以上みてきたよ࠺に，ᑠ学校から࡞ࡲࡊࡲࡉスポーツを行ࡗてきたとい࠺経験から「や

とスポーツを⫯定的にとらえている「ス「ーをやりたい࢝ࢵࢧ」，「ዲきࡣりスポーツࡥࡗ

ポーツほ」が࢝ࢵࢧー࡬の「෌社会化」に影響をおよࡰしているࡇとが理ゎ࡛きる．ࢵࢧ

࢝ー࡬の෌社会化と⌧ᅾの生活満足度について，「部活が࠶るから生活࣒ࣜࢬがしࡗかり࡛

きる．ධࡗて࡞かࡗたらለⴠしてた．」，「ᆅ方からฟてきたけ࢝ࢵࢧ，࡝ーを㏻ࡌて཭㐩が

࡛きた．」，「௒の生活にࡶ満足している．」とᘏ࢝ࢵࢧ，࡭ーを෌びጞࡵたࡇとの࣓ࣜࢵト

を感ࡌており，生活満足度ࡶ高い．ࡑして生活満足度の高ࡉが࢝ࢵࢧーの「⥅⥆」につ࡞

がࡗているࡇとが࠺かがえる． 

� 本事例ࡣ，高校᫬代の生活環境が原因࡛一度࢝ࢵࢧࡣーから「㞳⬺」したࡶのの，大学

ධ学とྠ᫬にゼࢀた生活環境の変化にᑐᛂす࡭く࢝ࢵࢧーを෌びጞࡵ（「෌社会化」），ࡑの

ᚋ࢝ࢵࢧࡶーを⥅⥆している．ࡑの⫼ᬒにࡣ，スポーツにᑐするᛮい，部ဨや཭人とのⰋ

ዲ࡞人㛫関係が࠶るࡇとが分かࡗた．ࡑして，࢝ࢵࢧー࡬の෌社会化および⥅⥆と生活満

足度との関係ࡶ高いࡇとが᫂らかにࡗ࡞た． 
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図 3 ケース 2 の検証モデル 
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� 本研究ࡣ，スポーツの社会化理ㄽにおける「⥅⥆」と「෌社会化」のどⅬに基づき，大

学生の運動・スポーツ活動と生活満足度との関連を質的ࣟࣉ࢔ーࢳによࡗて᫂らかにする

+．とを┠的としてきたࡇ 大学体育会運動部や大学公ㄆの運動・スポーツࢧーࢡルに所属

し，᪥ᖖ的に活Ⓨに運動・スポーツを実施している学生 10 ྡをᑐ㇟にインタビュー調査を

実施した．上㏙した代⾲的ࢧンࣉルをྵࡴ⤖ᯝをࡲとࡵると以ୗのよ࠺に࡞る． 

 

㸺⥅⥆⩌㸼 

1．「教ᖌ」，「ࢥーࢳ」，「཭人」，「ᐙ᪘」といࡗた「㔜要࡞௚者」のᏑᅾが運動・スポー

ツの「⥅⥆」に強い影響をཬࡰしている． 

2．「㔜要࡞௚者」ࡣ「スポーツほ」や「┠ᶆ」に大き࡞影響をཬࡰしている． 

3．「ポࢸࢪィ࡞ࣈスポーツ経験」が「ࢸ࢞ࢿィ࡞ࣈスポーツ経験」をᡴࡕᾘしているࡇ

とが⥅⥆につ࡞がࡗている 

4．運動・スポーツを「みる」ࡇとよりࡶ「する」ࡇとに㔜きを⨨いている． 

5．運動・スポーツの「⥅⥆」ࡣ⌧ᅾの生活満足度に影響をཬࡰしている． 

6．௒ᚋࡶ運動・スポーツを⥅⥆するពᚿを᭷している． 
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1．中学・高校᫬代の「㔜要࡞௚者」࡛࠶る「部活動㢳ၥ」や「ࢥーࢳ」がᑓ㛛的知㆑や

ス࢟ルを᭷してい࡞かࡗたたࡵに，運動・スポーツを「する」ࡇとにᴦしみをぢฟす
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ツの「⥅⥆」に強い影響をཬࡰしている． 

2．「㔜要࡞௚者」ࡣ「スポーツほ」や「┠ᶆ」に大き࡞影響をཬࡰしている． 

3．「ポࢸࢪィ࡞ࣈスポーツ経験」が「ࢸ࢞ࢿィ࡞ࣈスポーツ経験」をᡴࡕᾘしているࡇ

とが⥅⥆につ࡞がࡗている 

4．運動・スポーツを「みる」ࡇとよりࡶ「する」ࡇとに㔜きを⨨いている． 

5．運動・スポーツの「⥅⥆」ࡣ⌧ᅾの生活満足度に影響をཬࡰしている． 

6．௒ᚋࡶ運動・スポーツを⥅⥆するពᚿを᭷している． 

 

㸺෌♫఍໬⩌㸼 

1．中学・高校᫬代の「㔜要࡞௚者」࡛࠶る「部活動㢳ၥ」や「ࢥーࢳ」がᑓ㛛的知㆑や

ス࢟ルを᭷してい࡞かࡗたたࡵに，運動・スポーツを「する」ࡇとにᴦしみをぢฟす

高い 

生活満足度 

ಶ人的属性 

高校᫬代の 

生活環境 

スポーツほ

大学ධ学による

生活環境の変化

㞳⬺ 

෌社会化 

  

 ．をしている「スポーツ経験࡞ࣈィࢸ࢞ࢿ」࠺たといࡗࡲてしࡗ࡞く࡞とが࡛きࡇ

2．「大学㐍学」とい࠺「生活環境の変化」が運動・スポーツ࡬の「෌社会化」に影響を

与えている． 

3．「スポーツ࡬の෌社会化」によࡗて「ࢳー࣒・࣓イト」や「཭人」࡝࡞の「㔜要࡞௚

者」とのⰋዲ࡞関係性が⠏かࢀている． 

4．ᗂ少ᮇから࡞ࡲࡊࡲࡉ運動・スポーツを経験しているࡇとによࡗて，運動・スポーツ

にᑐするポࢸࢪィ࡞ࣈイ࣓ーࢪ（「スポーツほ」）を᭷しているࡇとが運動・スポーツ

 ．の「෌社会化」に影響を与えている࡬

5．運動・スポーツ࡬の「෌社会化」ࡣ⌧ᅾの生活満足度に影響をཬࡰしている． 

6．⌧ᅾの生活に満足しているࡇとがスポーツの「⥅⥆」につ࡞がࡗている． 

7．௒ᚋࡶ運動・スポーツを⥅⥆するពᚿを᭷している． 

 

� 以上のࡇとから，スポーツの「⥅⥆」にࡣ「㔜要࡞௚者」のᏑᅾが強く影響しているࡇ

とが♧၀ࢀࡉた．ࡑして，スポーツを⥅⥆しているࡇとによࡗて⌧ᅾの生活満足度ࡶ㠀ᖖ

に高いࡇとが᫂らかにࡗ࡞た．ࡣࢀࡇ，河合ら（2007）や藤原・堺（2010）が行ࡗた㔞的

研究の⤖ᯝを⿬௜けるࡶの࡛࠶り，質的研究࡛ྠࡶᵝの⤖ᯝがᚓらࢀたといえる．スポー

ツ࡬の「෌社会化」についてࡣ，「大学ධ学」とい࠺生活環境の変化が影響を与えているࡇ

とが᫂らかにࡗ࡞た．ࡉらに，スポーツ࡬の「෌社会化」ࡣ⌧ᅾの生活満足に強い影響を

ཬࡰしており，⌧ᅾの生活に満足しているࡇとがスポーツの⥅⥆につ࡞がࡗているࡇとが

♧၀ࢀࡉた．したがࡗて，大学ᮇにおける運動・スポーツ実施ࡣ，大学ᮇにおける生活満

足度に㠀ᖖに強い影響をおよࡰし，௒ᚋの運動・スポーツにᑐするពᚿỴ定にࡶ影響を与

えるࡇとが᫂らかにࡗ࡞た．大学ᮇにおける運動・スポーツ実施の㔜要性が♧၀ࢀࡉたと

いえる． 

� 本研究ࡣインタビュー調査とい࠺質的ࣟࣉ࢔ーࢳを᥇⏝したたࡵ，⤖ᯝを一⯡化࡛き࡞

いࡇとが本研究の㝈⏺としてࡆ࠶らࢀる．加えて，調査ᑐ㇟を + 大学の学生 10 ྡに⤠ࡗた

とによࡇルᩘをቑやすࣉンࢧ，௚の大学の学生をᑐ㇟にし．࠺ࢁ࠶本研究のㄢ㢟࡛ࡣとࡇ

ࣉ࢔に加えて㔞的ࢳーࣟࣉ࢔質的ࡣる．௒ᚋࢀࡉ るྍ能性がணࢀる⤖ᯝがᚓら࡞␗てࡗ

ࣟーࢳによる調査がồࡵらࢀる࡛ࢧ．࠺ࢁ࠶ンࣉルᩘをቑやし，㔞的ࣟࣉ࢔ーࢳを᥇⏝す

るࡇとによࡗて，本研究を⿵᏶するࡇとがྍ能と࡞り，ࡉら࡞るⓎᒎがᮇᚅࢀࡉる． 

 

� ὀ 1）SSF 笹川スポーツ財団による「青少年のスポーツライフデータ−10 大のスポーツラ

イフに関する調査報告書−」において，2013 年の報告からࡣ運動・スポーツ実施レベルとし

て「レベル 0：㐣ཤ 1 年㛫にࡗࡲたく運動・スポーツをし࡞かࡗた（0 回/年）」，「レベル 1：
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年 1 回以上，週 1 回未満（1〜51 回/年）」，「レベル 2：週 1 回以上週 5 回未満（52〜259 回/

年）」，「レベル 3：週 5 回以上（260 回以上/年）」，「レベル 4：週 5 回以上，1 回 120 分以上，

運動強度『ややきつい』以上」の 5 段階の基準を設け分析している． 
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